
１．重要な会計方針
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

特定資産の債券

（２）固定資産の減価償却方法
什器備品　　３年間の均等償却

（３）消費税等の会計処理
税込処理によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 30,000,000 0 0 30,000,000

小　計 30,000,000 0 0 30,000,000

特定資産

国際交流積立資産 345,146,000 16,888,000 328,258,000

小　計 345,146,000 0 16,888,000 328,258,000

合　計 375,146,000 0 16,888,000 358,258,000

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
（単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産
定期預金 30,000,000 (30,000,000) 0 0

小　計 30,000,000 (30,000,000) 0 0
特定資産

国際交流積立資産 328,258,000 0 (328,258,000) 0
小　計 328,258,000 0 (328,258,000) 0

合　計 358,258,000 (30,000,000) (328,258,000) 0

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び期末残高

（単位：円）
取得価額 減価償却累計額 期末残高

什器備品 557,410 319,866 237,544
合　計 557,410 319,866 237,544

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

出捐金 高松市 30,000,000 0 0 30,000,000 指定正味財産

補助金 高松市 384,958 3,685,000 3,198,826 871,132 未払金
公益財団法人
松平公益会 0 2,000,000 2,000,000 0

30,384,958 5,685,000 5,198,826 30,871,132

　年度末の市場価格等に基づく時価法を採用し、評価損益は特定資産評価損益等に計上
している。

合　計

補助金等の名称

財務諸表に対する注記

科　　　　目

科　　　　目

令和５年４月１日から　令和６年３月31日まで

科　　　　目

助成金


